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１ 研究背景 ・目的 

 兵庫県赤穂市にある福浦海岸では漂着ゴミの９割がプラスチックごみを占めている。これを改善するた

め生分解性プラスチックであるカゼインプラスチックで漁具の一つであるバケツを作り、海洋中のプラス

チックごみを減らす。 

 カゼインプラスチックはカゼイン(タンパク質)と酸を組み合わせて作られる。よって、バケツとして最適

なタンパク質と酸の組み合わせを見つける。またカゼインプラスチックの問題点であるにおい、強度、耐久

性を改善し、生分解性プラスチックの実用化を目指す。 

２ 研究方法  

 牛乳、低脂肪乳、プロテインをタンパク質とし、塩酸、酢酸、レモン汁（クエン酸）、オレンジジュース

を酸としこれらをそれぞれ組み合わせ、作製のしやすさ、におい、カビの生えやすさ等の判断基準をもとに

最適な組み合わせを見つける(実験１)。さらににおいに焦点をあて、最適だった組み合わせに一般的に消臭

効果のあるといわれている炭やコーヒー、重曹を混ぜたり横に置いたりしたものを作製する。出来上がった

すべてのカゼインプラスチックのにおいを確かめ、地上 2.0m の地点から落下させ、また 150℃に加熱した

あとに同様に落下させ割れやすさ、そしてそれらを海水につけたときの分解のしやすさを、それぞれ質量の

変化で測る。これらの判断基準で物理耐性、熱耐性、分解性のよいものを選ぶ(実験２)。また漁具として使

うので水耐性向上のためワセリンと防水スプレーをつけたものも同様に海水に漬け、質量を量る(実験３)。 

３ 結果と考察            

実験１ではレモン汁と牛乳の組み合

わせが最もよかった。実験２ではクエ

ン酸と牛乳と炭を横に置いたものが最

もよかった。カゼイン自身のにおいを

消すのは難しいため、匂いを吸着する

ものを合わせると匂いが抑えられる。

また、炭などを混ぜると構造に穴が開

くため物理耐性は低くなるが分解され

やすくなる。そして実験３ではワセリンをつけたものも防水スプレーを使用したものも、使用していないも

のより形を保っていた。防水作用のある物質を組み合わせると水耐性が強くなる。 

４ 今後の展望  

 海洋に悪影響を及ぼさない匂いを吸着する物質を探す。より割れにくく分解されやすい組み合わせを探

す。また、カゼインプラスチックが最後まで分解されるかを観察する。現段階ではおちょこサイズの円柱形

しか作成できていないため、実際にバケツとして使える大きさのものを完成させることを目指す。 
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